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人
生
1
0
0
年
時
代
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
鳩
山
町

の
高
齢
化
率
は
約
５０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者

の
増
加
と
と
も
に
、増
え
て
い
る
の
が
「
認
知
症
」
で
す
。

　

認
知
症
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
記
憶
や
思
考

な
ど
の
認
知
機
能
が
低
下
し
、
日
常
生
活
や
社
会
生

活
に
支
障
を
き
た
す
病
気
で
す
。
認
知
症
は

「
自
分

に
は
関
係
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
認
知
症
は

誰
も
が
な
り
う
る
脳
の
病
気
で
す
。
ご
家
族
、
ご
自

身
を
含
め
、
認
知
症
と
判
断
さ
れ
る
可
能
性
は
誰
に

で
も
あ
り
、
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

他
の
病
気
と
同
じ
よ
う
に
、
早
期
に
発
見
し
、
早
め

の
適
切
な
対
応
が
大
切
で
す
。
ご
自
身
や
周
り
の
方

の

「
気
づ
き
」
が
、
早
め
の
対
応
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
し
て
、
早
期
に
専
門
機
関
等
に
相
談
す
る
こ
と
で
、

重
症
化
す
る
前
に
適
切
な
医
療
や
介
護
に
つ
な
が
る

と
と
も
に
、
今
後
の
生
活
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
準

備
を
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
と
し
て
も
、
症
状
の
進
み

方
は
個
人
に
よ
っ
て
異
な
り
、
そ
の
日
か
ら
何
も
分

か
ら
な
く
な
る
・
で
き
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
、
そ
の
人
ら
し
さ
や
感
情
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

人
が
困
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
う
え
で
、
そ
の
人
の

ペ
ー
ス
や
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
声
か
け
や
接
し
方
が

大
切
で
す
。

　

認
知
症
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、
認
知

症
の
方
も
含
め
、
一
人
ひ
と
り
が
支
え
合
い
な
が
ら
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活
を
し
て
い
く

た
め
の
地
域
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

特 集

　毎年 9 月は 「アルツハイマー月間」、 また毎年９月 21 日は 「世界アルツハイマーデー」 です。 高齢化が

進む日本では、高齢者の増加とともに増えているのが認知症です。今回のテーマは、認知症と診断されても、

その人がその人らしく過ごすために、認知症に対して私たちが、どう向き合っていくべきかを考えていきます。

　「認知症になっても希望をもって自分らしく暮ら

し続けられる社会」に向けた活動の一環として、新

潟県長岡市で始まった「オレンジガーデニングプロ

ジェクト」の動きが広がっています。

　９月の世界アルツハイマー月間に、地域で認知症

啓発のシンボルカラーであるオレンジ色の花を咲

かせる活動です。この活動は、みなさんが認知症

について考えたり、周囲の方と話をするきっかけを

作ったり、認知症の人と一緒に花を育てることで、

認知症になっても暮らしやすい町をみんなで作っ

ていくことを目的にしています。

？

　埼玉県では、 「地域包括ケアシステム」や「認知症」

などについての理解を深める地域包括ケア漫画「み

んないつかは年をとる」を作成しました。

　高齢になっても住み慣れた地域で自分らしく暮らし

続けられるよう、認知症のある人への誤解や接し方、

家族や地域の見守りについて、 1 巻から 11 巻の漫

画で楽しく理解することができます。

　認知症を発症したときから、日常生活を行ううえ

でさまざまな支障がおこります。認知症の進行状

況を把握（少しずつ情報を先取り）し、起こりうる状

況に振り回されず、状態に見合った医療 ・ 介護の

サービスを受けられるように準備しておくための

ツールです。

　認知症についての見通しが必要

になったとき、情報収集のための

参考冊子を作成し配布していま

す。ご希望者は、町地域包括支援

センターまでお越しください。

※ ホームページからダウンロード

することも可能です。

出典： 埼玉県福祉部地域包括ケア課
「みんないつかは年をとる⑥」

～認知症を理解し、早期発見・早期治療を～



認知症は早期発見
早期治療を

認知症を専門とする精神科

医。 平成２９年４月から埼玉森

林病院に勤務。 鳩山町認知症

初期集中事業に参加し、 鳩山

町認知症サポート医として活

躍している。

趣味は、 エレキギターやドラム

を演奏すること。
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町
で
は
、
認
知
症
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
た
め
に
、
満
70
歳
と
75

歳
の
方
を
対
象
に
認
知
症
検
診
の
受

診
票
を
令
和
６
年
５
月
に
郵
送
で
お

届
け
し
て
い
ま
す
。
検
診
は
無
料
で

す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
ご
自
身
の
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
令
和
６
年
度
実
施
期
間

令
和
６
年
６
月
１
日

（
土
）
〜
１２
月

２５
日

（
水
） 認

知
症
検
診

①
医
療
機
関
を
予
約
・
受
診

②
認
知
症
検
診
チ
ェ
ッ
ク
票
に

よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

③
検
診
受
診
後

検
診
の
お
知
ら
せ
と
共
に
送
付

し
て
い
る
「
認
知
症
検
診
受
診
者

の
方
へ
」
を
記
入
の
上
、
令
和
７

年
１
月
８
日
ま
で
に
、
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、初
期

段
階
で
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

行
え
る
よ
う
に
支
援
す
る
専
門
職
チ
ー

ム
で
す
。チ
ー
ム
員
は
、医
療
・
福
祉
・

介
護
の
専
門
職
と
認
知
症
専
門
医
で

構
成
さ
れ
、
お
お
む
ね
６
か
月
間
の
集

中
的
支
援
を
行
い
、適
切
な
医
療
・
介

護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
へ
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

毎
月
1
回
（水
曜
日
）、認
知
症
専
門

医
に
よ
る
訪
問
、来
所
相
談
の
予
約
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。日
程
等
に
つ
い
て

は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
　

☎
２
９
６

－

7
7
0
0

高齢者の５人に１人が認知症になると言われています。しかし、なかなか早期の受

診につながらず、重症化する場合も多い病気です。早期発見のポイントについて、

埼玉森林病院の小松先生にお話を伺いました。

□ 電話で受けた⾔づてを伝え忘れることが増えた。
□ 何を取りに来たのか忘れることが増えた（後で思

いだす）
□ ⽣ごみや腐った⾷品のにおいに気づかなくなっ

た。
□ 物を⽚付けた場所を忘れて探し回ることが増え

た。
□ 部屋が散らかっていても気にならなくなった。
□洗濯物をうまくたためなくなった。
□ 新しい電化製品等の使い⽅をなかなか覚えられな

くなった。
□⻑く続けてきた趣味への関⼼が薄れてきた。
□ いつも⾒ていたドラマを⾒る気がしなくなった。
□家族の記念⽇を忘れることが増えた。

　次の 10 項目について、 当てはまるものにチェックを

してみましょう。

出典：埼玉県「日常生活で分かる ?!MCI（軽度認知障害）
チェックシート」

。

と言われています。しかし、なかなか早期の受

多い病気です。早期発見のポイントについて、

伺いました。

高
齢
者
の
5
人
に
1
人
が

認
知
症
に
な
る
時
代
へ

　

高
齢
化
が
進
む
日
本
に
お
い
て
、
認
知

症
に
な
る
人
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

2
0
1
2
年
で
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
う
ち
7
人
に
1
人
が
認
知
症
で
し
た

が
、
2
0
2
5
年
に
は
5
人
に
1
人
が

認
知
症
に
な
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
認
知
症
患
者
の
増
加
が
社

会
問
題
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
一

方
で
、
認
知
症
の
早
期
発
見
や
早
期
治

療
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
十
分
と
は
い

え
な
い
状
況
で
す
。

2
0
2
2
年
度
の
鳩
山
町
に
お
け
る

特
定
健
診
の
受
診
率
は
48

・
1
％
で
あ

り
、
埼
玉
県
全
体
の
受
診
率
で
あ
る
39

・

4
％
を
上
回
る
結
果
で
し
た
。

　

一
方
で
、
2
0
2
2
年
度
の
鳩
山
町
に

お
け
る
認
知
症
検
診
の
受
診
率
は
14

・

5
％
と
、
特
定
健
診
の
受
診
率
よ
り
も

か
な
り
低
い
結
果
で
し
た
。

　

ま
た
2
0
2
3
年
度
の
受
診
率
は

1
2
・
7
％
と
さ
ら
に
低
下
し
て
お
り
、

今
後
は
認
知
症
検
診
の
受
診
率
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

  専門医にきく
認
知
症
の
初
期
症
状　

　

誰
し
も
年
齢
を
重
ね
れ
ば
物
忘
れ
が

始
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
「
正
常
な

物
忘
れ
」
な
の
か
「
認
知
症
の
物
忘
れ
」

な
の
か
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

「
物
の
置
き
忘
れ
」
「
す
ぐ
に
人
や
物

の
名
前
が
出
て
こ
な
い
」
な
ど
は
年
齢
相

応
の
物
忘
れ
に
分
類
さ
れ
る
一
方
で
、

「
買
い
物
で
同
じ
物
ば
か
り
買
う
」
「
勘

定
が
正
し
く
で
き
な
い
」
な
ど
は
認
知
症

の
物
忘
れ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
物
忘
れ

の
種
類
や
程
度
に
よ
っ
て
変
わ
る
た
め
、

専
門
医
に
よ
る
判
断
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
「
入
浴
を
嫌
が
る
」
「
寝
言
が

多
い
」
「
強
い
こ
だ
わ
り
や
パ
タ
ー
ン
化

さ
れ
た
生
活
を
好
む
」
な
ど
認
知
症
と

は
無
関
係
に
思
え
る
こ
と
も
、
実
は
認

知
症
に
よ
る
症
状
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

早
期
発
見
に
は
本
人
だ
け
で
な
く
、
周

認
知
症
を
理
解
す
る
こ
と

　

ま
だ
ま
だ
認
知
症
は
「
未
知
の
病
」
「
怖

い
病
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
こ
と
で
、

「
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
が
、
は
っ
き
り

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

　

認
知
症
も
他
の
病
気
と
同
じ
く
診
断

と
治
療
が
遅
れ
る
ほ
ど
症
状
は
進
行

し
重
症
化
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
早
期
発

見

・
早
期
治
療
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

囲
の
人
も
認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
「
早
期
に
気
づ
い
て
あ
げ
ら
れ
る
」

こ
と
が
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
家
族
や
親
し
い
人
が
何
か
し

ら
の
違
和
感
や
変
化
を
感
じ
た
時
は
専

門
機
関
へ
相
談
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

　

し
か
し
、
認
知
症
は
本
人
の
自
覚
が
乏

し
い
う
え
に
「
指
摘
さ
れ
た
く
な
い
」
「
認

め
た
く
な
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
な
か

な
か
早
期
の
受
診
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

認
知
症
は
本
人
の
健
康
問
題
だ
け
で
な

く
、
介
護
の
問
題
や
今
後
の
住
ま
い
の
問

題

・
財
産
の
問
題
な
ど
、
次
々
と
問
題

が
押
し
寄
せ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
問

題
に
余
裕
を
も
っ
て
対
処
す
る
た
め
に

も
早
期
発
見
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

診
断
は
さ
れ
た
く
な
い
」
と
い
う
思
い
の

方
が
多
く
い
ま
す
。

　

た
だ
、早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
行
う

こ
と
で
、
今
の
状
態
を
よ
り
長
く
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
ぐ
に
専
門
病
院

を
受
診
し
な
く
て
も
、
認
知
症
検
診
を

受
け
て
み
る
こ
と
や
地
域
の
サ
ロ
ン
等
へ

の
参
加
、地
域
の
相
談
事
業
で
の
相
談
な

ど
を
通
じ
て
、個
々
で
認
知
症
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。
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　在宅で認知症の介護をされてい

る家族介護者等に対して、認知症

の介護技術や方法についての相談

に応じます。

　介護者における認知症の介護技

術や方法に関する悩みもさまざま

です。

　特別養護老人ホームの現場で数

多くの認知症の方に対応している

「認知症ケア相談員（介護福祉士）」

にお気軽にご相談ください。鳩山松

寿園東館にて相談を受け付けてい

ます。

　「はーとん見守りシール」には、

QR コードが印刷されています。

　１人で歩いている高齢者等を発

見し、自宅の住所や自分の名前が

伝えらない状況だった場合は、衣

服などに QR コードが着いていな

いか確認ください。

　スマートフォン等で QR コードを

読み取ると、伝言板サイトが表示さ

れ、介護者（保護者）あてにメール

が自動送信され、本人が住所や名

前を伝えられなくても、介護者等に

連絡が届き、安全に帰宅することが

できます。

イ
メ
ー
ジ

はーとん見守りシール

認知症ケア相談室

☎296-7677

認知症地域支援推進員

　認知症地域支援推進員等が認知症

に関する相談対応を行っています。

　家族や友人、地域の人について、

「もしかしたら認知症では」と思わ

れる症状（大事なものを失くしてし

まう、予定していたことが分からな

くなる等）に気づいたり、認知症に

関することで悩みや不安があると

きは、認知症地域支援推進員にご

相談ください。

　内容により、関係機関等と連携し

ながら一緒に考えていきます。

　認知症地域支援推進員は、役場

長寿福祉課、町地域包括支援セン

ター、鳩山松寿園東館に配置して

います。

　身近な人が認知症になったとき、あなたはどんな支援や相談機関があるか知っていますか。住み慣れたまちで安

心して暮らしていくためには、地域の理解や支援が必要です。認知症の方やその家族に日々寄り添い、認知症に関

する相談を受け付けている専門家にお話を伺いました。

認知症に関する不安や気になることがあれば、一人で悩まずにご相談ください

地域の相談窓口や支援はこちらから！

　認知症についての基礎を学び、正

しく理解することで、地域で支える

きっかけを作ります。

　認知症サポーターは、特別な活動

ではなく、認知症の人やその家族

の「応援者」です。これまでに、小学

校や短期大学の学生、ボランティア

団体、介護施設などで養成講座を

行ってきました。こどもから大人ま

でどなたでもご参加いただけます。

　講座をご希望される場合は、地域

包括支援センターにお申し込みく

ださい。

認知症サポーター
養成講座

日時

場所

地域包括支援センター

　認知症のご本人やその家族を支援

するための総合相談の窓口です。

　認知症に関する相談や、認知症の

心配があっても医療や介護サービス

の利用ができず困っているなど、専門

職がさまざまな相談 ・ 支援対応を行

います。

総合相談支援窓口

　福祉の総合的な相談窓口として、さ

まざまなご相談を受け付けています。

「どんな制度を利用したらよいかわか

らない」 「どこに相談したらよいかわ

からない」ときなど、ご連絡ください。

☎298-5772

する相談を受け付けけ ているててててい 専門家にお話を伺いました。

介護老人福祉施設鳩山

松寿園東館職員。 認知

症介護指導者の資格を

持ち、 日々のサポートを

行っている。

介護老人福祉施設鳩山

松寿園東館施設長。

９月 28日（土）
午後 1時 30 分～

地域包括ケアセンター
地域の交流スペース

■問合せ 町地域包括支援センター　☎ 296-7700

関
係
機
関
と
連
携
し
、

日
々
の
見
守
り
を

鳩
山
松
寿
園
東
館
は
介
護
老
人
福
祉
施
設

の
中
に
、
「
認
知
症
ケ
ア
相
談
室
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
普
段
は
、
役
場
長
寿
福
祉
課
や
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
し
、
一
緒
に
相
談
を
受
け
付
け
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
松
寿
園
を
利
用
し
て
い
る
ご
家
族
か

ら
困
っ
て
い
る
方
が
い
る
等
の
情
報
提
供
を
い

た
だ
く
場
合
も
多
く
、
そ
う
い
っ
た
方
に
相
談

窓
口
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

相
談
に
来
る
方
は
、
認
知
症
の
方
の
ご
家
族

が
多
く
、
認
知
症
に
つ
い
て
よ
く
理
解
で
き
て

い
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ま
ず
は
思
っ

て
い
る
こ
と
、
何
に
困
っ
て
い
て
、
何
に
悩
ん
で

い
て
、
何
が
理
解
で
き
て
い
な
い
の
か
す
べ
て

私
た
ち
に
ご
相
談
を

　

認
知
症
の
方
と
関
わ
る
と
き
に
大
切
な

こ
と
は
、
気
持
ち
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。
事
実
に
反
す
る
こ
と
を
言
っ
て
い

て
も
受
け
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

鳩
山
町
は
、
ご
近
所
付
き
合
い
が
希
薄

に
な
っ
て
い
る
現
代
で
も
、
近
所
の
こ
と

を
気
に
し
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
に
感
じ

お
聞
き
し
て
、
順
序
立
て
て
解
決
を
し
て
い

き
ま
す
。
解
決
し
て
い
く
中
で
、
徐
々
に
認

知
症
を
理
解
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
認
知
症
の
方
と
の
面
談

も
行
い
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。

一
緒
に
過
ご
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

気
づ
か
な
い
認
知
症

　

認
知
症
が
重
度
に
な
っ
て
も
、
習
慣
化
さ

れ
て
い
る
日
常
は
、
普
段
通
り
に
生
活
で
き

る
場
合
が
多
い
で
す
。
一
緒
に
暮
ら
し
て
い

る
方
が
よ
く
認
知
症
で
あ
る
と
気
が
付
く

の
が
遅
れ
る
の
は
、
「
い
つ
も
通
り
の
生
活

が
で
き
て
い
る
か
ら
、
ま
だ
大
丈
夫
」
と
勘

違
い
し
て
し
ま
う
た
め
で
す
。
い
つ
も
と
違

う
こ
と
を
し
た
と
き
に
、
正
常
な
行
動
を
と

れ
る
か
ど
う
か
が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　

早
期
発
見
を
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
自

身
が
認
知
症
を
知
り
、
意
識
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
く
中
で

違
和
感
を
覚
え
た
と
き
に
、
早
期
治
療
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

ま
す
。
ま
た
、
近
所
の
見
守
り
だ
け
で
な
く
、

2
6
1
2
人
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
、
多
く
の

相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
学
び
、
理
解
し
よ
う
と
し
て
く
れ
る

方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
地
域
の
中
に

認
知
症
と
い
う
も
の
が
浸
透
し
て
き
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
、
町
中
で
パ
ジ
ャ
マ
の

ま
ま
ス
リ
ッ
パ
を
履
い
て
い
る
方
が
い
た
時
、

勇
気
を
出
し
て
声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
こ
で
会
話
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
違
和
感
に
気

づ
く
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
落
ち

着
い
て
過
ご
せ
た
り
、
ご
家
族
の
負
担
を
少
し

で
も
軽
く
で
き
る
よ
う
、
最
適
な
支
援
を
提

案
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
最
初
は
と
て

も
勇
気
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
気
楽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　


